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白山束傾面で採集したカミキリムシ
ー1988年白山～大白川登山ルートの調査から－

長谷川道明

TheCerambycidBeetlescollectedfromtheEastsrope

OfMt．Hakusan，CentralHonshu，Japan．

Michiaki HASEGAWA

日本の高山帯の西端をなす白山（2，780m）は昆虫分布の点からも非常に重要な地域であり，古く

から多くの研究者が調査に訪れている。富樫（1978）によると，白山の昆虫が初めて文献上に登場

するのは1822年のことで　以来多くの種が白山かち報告されている。ハクサンシリアゲ　ハクサン

クロナガオサムシといった白山を模式産地とし，白山の名のつく種類も少なくない。

カミキリムシについても例外ではなく，HAYASHI（1953）は白山麓三谷産の標本をholotypeとし

て，AnZgeamiZunOiトゲムネアラゲカミキリを新属新種として記載し，OHBAYASHIetHAYASHI

（1960）はIidbnわha usanaハクサンヒメハナカミキリ（現在はシラネヒメハナカミキリの亜種

PobscuγioγI郷husana）を白山から記載している。入場（1981）によると白山およびその山麓部か

らは210種が確認されているという。

しかしこれらはすべて西側傾面である石川県からの報告であり，白山山系のほぼ半分を占める岐

阜県側（東傾面）からの報告は非常に少なく，大林（1958），OHBAYASHI（1961），鳥飼（1968），野平

（1982，1986），窪木（1984）などによる計15種しか知らない。いうまでもなく，一つの山系のファ

ウナを解明しようとするとき，片側の傾面のみでは文字通り片手落ちとなり，西側にくらべて遅れ

ている東側傾面の調査が望まれる。しかし，白山はそのほとんどの地域が国立公園内の特別保護地

区に指定されており，岐阜県側はほとんど調査されていないのが現状である。

筆者は岐阜県博物館が主宰する「自山東傾面学術調査」の一環として，1988年5－10月にかけて

大野郡白川村，大白川一白山の登山ルート（いわゆる平瀬道）にそって，カミキリムシ科甲虫の調

査をおこなった。単年の調査であるので，まだ多くの種が追加されるものと予想されるが，第一報

として報告したい。

本文にあたり，東京都の下村徹氏にはPseudosieve73わ亜属とクロハナカミキリについて貴重な

ご教示をいただいた。厚くお礼申し上げる。

今回の調査で得られた特筆すべき種類について

（l）シコクヒメコブハナカミキリ

MdcrOPidonわ（鱗eudbsieUe？嘗め）jめonitnShikokensts（HAYASHI）（図1，2）

Pseudosieue7℃わ亜属は，我国に産するjめoni（n以外には朝鮮半島・中国北部に分布する

本亜属の模式種rnhが知ちれるだけの小亜属で　研究者によっては独立の属として扱おれ

る。j勿onicaは3亜種に分類され，原名亜種f j¢onicaチャイロヒメコブハナカミキリは

中部山岳地帯から，j．shi鳥ohensis　シコクヒメコブハナカミキリは四国および本州西南部か

ら，j．amanoi　キュウシュウヒメコブハナカミキリは九州から知られる（これらはそれぞれ

独立種として扱われることもある）。
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図1－3．1，シコクヒテコ ハナカミキリM．（P （大白川産）；2．同（天生峠産）

；3，チャイロヒメコブハナカミキリM．（P）j．砂oni（a（上宝村右俣谷産）
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図4．岐阜県内におけるPseudosieverSh亜属の分布．
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本亜種は，原名亜種とは体色がより赤味が強いこと，前胸背側部の突起はより弱く先端が

丸いこと，オスの第5腹板のくぼみがより弱く小さいことなどによって区別される。既知の

産地では京都府声生の記録が最も東で　琵琶湖の東には分布しないものと考えられていた。

今回の調査で大白川（標高約1，300m付近）のかソラの老木から複数の個体を採集することが

できた。これによって本亜種の分布域がかなり東まで抜かっていることが確認されたことに

なる。まな　白山山系ではないが，1987年に吉城郡河合村天生峠においても本亜種を確認し

ているので，分布資料として併せて報告したい。

8exs．，岐阜県吉城郡河合村天生峠（ca．1，400m alt．），18．Ⅵ1．1987，筆者採集。

なお，岐阜県内では北アルプス山麓で原名亜種が採集されている。所蔵の標本および文献

記録から県内の両亜種の確認地点を示した（図4）。

（2）クロハナカミキリ　前胸赤色型

Lep m（LeDtura）aethioDsPODA（図5，6，7）

クロハナカミキリ　L．ae脇i¢Sはヨーロッパからソ連，中国北部，日本にかけて，ほぼ旧

北区全域に分布する種である。邦産種はかつて，全体が黒色のものと，メスの前胸が赤色に

なるものの2型が知られていたが　草間・高桑（1984）は，頭部・前胸の体毛の状態，前胸・

上辺の点刻の状態および上辺端部の形状などを検討し，両者が互いに別種であることを明ら

かにした。両者の主な特徴は次のとおりである。

ムネアカクロハナカミキリ　L．（L．）dimo？¢haBATES

メスの前胸は赤色。前頭や側頭の立毛は短く，前胸背は短い剛毛で密におおわれ長い立

毛はごくまばらである，上辺の点刻はより大きく，遡端部は斜めにえぐられて外角は尖る。

北海道，本州，四国，九州，樺太，朝鮮半島，シベリアに分布する。

クロハナカミキリ　L．（L．）aethioDs PODA

オス・メスともに全体黒色。前頭は直立した長毛を密に有し，側頭は黒色長毛群が明ら

か，前胸背は直立した長毛に密におおわれ，前種のような短い剛毛はほとんど認められな

い，直遡はより小さく密に点刻され，麹端部は斜めに切断状で内角は直角より広く，外角

は突出しないで丸まる。北海道，本州，樺太，旧北区一帯に分布する。本州では前種より

も高標高（トウヒ帯－コケモモ帯）に出現し，白山山系は分布の西端にあたる。

ところが今回の調査で明らかにaeth毎Sの特徴を持っな　前胸背が赤色となるメス2個

体が採集された。aethiopsの前胸が赤色となる個体は今回が初めての報告である。これらの

個体は手許にある岐阜県関市産のdimo砂l∽　5メスと比較すると，赤色部の出現のしかたに

相異が認められた。すなわちdimo7phaに比較して赤色部が狭く，基部および端部に広く黒

色部が認められる。岐阜県博物館に収蔵されている標本を調査した結果，他にも吉城郡上宝

村笠ヶ岳産（北アルプス）の標本に白山のものに相当する個体がみつかったが，やはり同様

な特徴が認められた（図16－17）‘。

また今回の調査では前胸が黒色のメスも同時に採集されたので，両者およびdimorp巌の

受精嚢（spermatheca）を調べた（図9－15）。その結果，dimolphaの受精嚢は種としての

特徴が認められたが，他は形質が不安定で　これらの資料だけでは特徴が把握できなかった。

今後，資料の蓄積とともに，この“赤色型“の分布に関するくわしい調査が望まれる。
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図5－8．5，ムネアカクロハナカミキリL．（L．）dimo砂ha；6，クロハナカミキリL・（L・）aethiops（前脚背赤色

型）；7，同（前胸背黒色型）；8，同オス．

図回圃

図9－15．クロハナカミキI）二種の受精袈　9，10，ムネアカクロハナカミキリL．（L．）dimo？pha；11，12，クロハナ

カミキI）L．（L．）aethioDs（前脚赤色型）；13－15，同（前脚黒色型）．

図16－17．クロハナカミキリ二種のメス前胸背．16，タロハナカミキリL．（L．）aethioDs（前胸赤色型）；17，ムネアカ

クロハナカミキリL．（L．）dimolpha（赤色部のあらわれ方を示す）．
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採集目録

調査は主に大白川温泉一大倉山一白山の登山ルート（平瀬道）にそって行った。採集地の標高は

大白川（約1，300－1，500m），大白川一大倉山（1，500－2，000m），大倉山一白山（2，000－2，500m）で

ある。目録中の標本は岐阜県博物館と筆者の元に保管される。採集者はすべて筆者である。

ホソカミキリ亜科　Disteniinae

ホソカミキリ　DistenわgmcilisgraCihs（BLESSIG）

lex．，大白川，14－15．IX．1988．

ノコギリカミキリ亜科　Prioninae

ウスバカミキリ　Meg（やあ（AegiOSOma）sinicasinica（WHITE）

lex．（目撃），21．VII．1988．

ハナカミキリ亜科　Lepturinae

テツイロハナカミキリ　Enの，C毎s oliOaCea BATES

3exs．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；16exs．，大白川，1－3．VII．1988．

7タコブルリハナカミキリ　StenocoruS∴COeruleわennts（BATES）

2exs．，大白川，1－3．VII．1988．

モモグロハナカミキリ　TtuOtinus reini（HAYDEN）

lex．，大白川，1－3．VII．1988；lex．，大白川，19．VII．1988．

カラカネハナカミキリ　GaurOteS（mnzgaurOteS）doris doris BATES

lex．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；5exs．，大白川，1－3．VII．1988；lex．，大白

川，19．VlI．1988（青色型），6exs．，大白川一大倉山，20．VII．1988（うち一個体青色型）；6

exs．，大倉山一白山，21．VII．1988；lex．，翠ヶ池（2，500m），12．VlII．1988．

ブナ帯から高山帯にかけて普通。本種の色彩としては珍しい青色のものが2個体採集された。

キバネニセハムシハナカミキリ　Lemuhldecわiens BATES

4exs．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；lex．，大白川，19．VII．1988．

7月19日の採集記録は本種としては遅い時期のものである。

アカイロニセハムシハナカミキリ　Lemuh ntshimuraiSEKI

lex．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；4exs．，大白川，1－3．VII．1988；lex．，大白

川，19．Vll．1988．

ヒナルリハナカミキリ　Dinoi rla minuia（GEBLER）

23exs．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；5exs．，大白川，1－3．Vli．1988．

シコクヒメコブハナカミキリ　Maclppidonわ（PseudosieuerSわ）j勿Onicashikokensts HAYASHI

lOexs．，大白川，1－3．Ⅵ1．1988；3exs，，大白川，19．VII．1988．

標本は，岐阜県博物館，筆者，下村徹氏（東京）の元に保管されている。

ハクサンヒメハナカミキリ　Pidonわ（Hdmid）obscuγioγhakusanaOHBAYASHIet HAYASHI

lex．，大白川，1－3．VII．1988；lex．，大白川，19．VII．1988；4exs，，大白川一大倉山，

19－21．VII．1988；lex．，大倉山一白山，11．VH．1988．

大白川産のうち1個体（♂）は前胸の黄褐色のものである。標高1，400m付近からみられるが個

体数は少ないようである。

オオバヤシヒメハナカミキリ　Hdonわ（Ildonわ）limbaticallis ohbayashi（MATSUSHITA）

lex．，大白川，19．VII．1988．

マツシタヒメハナカミキリ　Pidonわ（Hdonid）matsushilaiOHBAYASHI
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図18－28．18，19，ハクサンヒメハナカミキリ；20，カクムネヒメハナカミキリ；21，ツマグロヒメハナカミキリ；

22－24，キベリクロヒメハナカミキリ；25，ヨコモンヒメハナカミキリ；26．エゾトラカミキリ；27．カンボウトラ

カミキリ；28，ゴマフキマダラカミキリ．
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7exs．，大白川1－3．Ⅵ1．1988；23exs．，大倉山一白山，20－21．Ⅵ1．1988；5exs．，大倉

山一白山，11．VllI．1988．

カタムネヒメハナカミキI）Ptdonわ（Pidbnわ）bouUieγiPIC

4exs．，大白川，19．VII．1988；13exs．，大倉山一白山，20－21．VII．1988．

ツマグロヒメハナカミキリ　Hdonわ（Pidonわ）sp．

5exs．，大白川，1－3．VTI．1988；5exs．，大白川，19．VII．1988．

本種は前種，あるいはムネモンヒメハナカミキリP（P）maculithoruと混合されてきたもので

あるが，窪木（1986）によって独立種とされたものである。麹端部に黒紋（A紋）を持ち，前

胸背側部は三角形に突出するが先端は比較的丸い，オスの腹部末端節は円形一三角形に浅く切

れこみ両側はまるめられるなどの諸点によって区別される。しかし本種および前種を含むカク

ムネヒメハナカミキリ種群には分類学的に未解決な問題が残されており，再検討を要するという。

今回の調査で採集された白山産についてみると上記の2種は，窪木（前出）の指摘以外にも

以下の点で区別された。①オスの触角は明らかにツマグロヒメハナの方が長く，カクムネヒメ

ハナはかろうじて末端％節を残して麹端に達するのに対し，第10節の％一％あたりで遡端に達

する。②オス交尾器についてそれぞれ3個体づつ調査した結果，medianlobe，laterallobesと

もツマグロヒメハナはカクムネヒメハナよりも明らかに細く，1aterallobe先端の毛もより短く

粗である（図29－32）。

なお，白山ではツマグロヒメハナはカクムネヒメハナよりもより低標高の場所にみられ，出現

期もより早いように思われた。

ヒメハナカミキリ　Pidonia（ndonid）mulah（BATES）

23exs．，大白川，1－3．VII．1988；4exs．，大白川，19．VII．1988．

ナガバヒメハナカミキI）Hdonわ（Hdonわ）Sをnihm（BATES）

lex．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；2lexs．，大白川，1－3．VII．1988；llexs．，大
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図29－32．カクムネヒメハナカミキI）種洋二種のオス交尾器　29，30，カタムネヒメハナカミキリP（P）bouOielj∵

31，32，ツマグロヒメハナカミキリP（P）sp∴29，31，medianlobe；30，32，1aterallobes．Scale：1．0mm．
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白川，19．Ⅵ1．1988；2exs．，20．Ⅵ1．1988．

キベリクロヒメハナカミキリ　n仇mわ（Pidonわ）diScoithlis PIC

17exs．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；27exs．，大白川，1－3．VII．1988；2exs．，大

白川，19．Ⅵ1．1988．

メスの上辺は，斑文の発達した個体から，全く黒色となる個体まで出現する（図23－24）。

オオヒメハナカミキリ　PiCわnわ（Hdbnわ）gmlhtrわ（BATES）

21exs．，大倉山（2，000m），20－21．Ⅵ！．1988．

ヨコモンヒメハナカミキリ　Hdonわ（Cr兜）tqDidonid）insuturaめ（PIC）

2exs．，大倉山（2，000m），20－21．Ⅵ1．1988．

この地域では少ないようである。

ムネアカヨコモンヒメハナカミキリ　PiCmわ（C7吻ioDidonわ）masakiiHAYASHI

51exs．，大白川，1－3．VII．1988；5exs．，大白川一大倉山，20－21．Ⅵ！．1988；4exs．，大

白川一大倉山，12－13．VI11．1988．

黒色部のかなり発達した個体も出現する。

ニセヨコモンヒメハナカミキリ　Il仇mh（C7吻ipPidonid）simillimaOHBAYASHIetHAYASHI

19exs．，大白川，1－3．VII．1988．

セスジヒメハナカミキリ　PiCわnia（C7幼tobidonわ）amenめhamenla（BATES）

55exs．，大白川，1－3．VII．1988．

ミワヒメハナカミキリ　IYthnわ（C7吻i¢idonid）miu）ai（MATSUSHITA）

3exs．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；24exs．，大白川，1－3．VII．1988；6exs．，大

白川，19．VII．1988；2exs．，大白川一大倉田，21．Ⅵ1，1988．

チャイロヒメハナカミキリ　Hdonわ（Mumon）aegγOhzaegγOia（BATES）

14exs．，大白川，1－3．VIl．1988；8exs．，大白川，19．Vii．1988．

フタオビノミハナカミキリ　Hdonわ（Omphalodem）puZik）i（SOLSKY）

4exs．，大白IIト大倉山，17－18．VI．1988；7exs．，大白川，1－3．VIl．1988；lex．，大

白川一大倉山，20－21．VII．1988．

7月20－21日の採集記録は本種としては遅い時期のものと思われる。

ニセフタオビノミハナカミキリ　Hdonわ（Omphalbdera）tesiacea（MATSUSHITA）

6exs．，大倉山一白山，20－21．VII．1988；4exs．，大倉山一白山，11．ⅤlIl．1988；翠ヶ池（2，

500m），3exs．，12．Vlll．1988．

およそ2，000m付近（大倉山あたり）より高所にみられるようである。

チビハナカミキリ　GrammODte a chab′beelhBATES

lex．，大白川，1－3．VII．1988．

ヌバタマハナカミキリ　Judolidわbangi（PIC）

lex．，大白川一大倉山，20．VII．1988；lex．，大白川一大倉山，11．VlIl．1988．

岐阜県では採集例の少ない種である。

チャボハナカミキリ　Pseuddlk）Stema miselh（BATES）

12exs．，大白川，19．Ⅵ！．1988．

ミヤマクロハナカミキリ　Anololo　γOmOlpha emaVaia（BATES）

llexs．，大白川，1－3．VII．1988；3exs．，大白川，19．VII．1988．

クロルリハナカミキリ　AnoploderOmO7pha monticoh（NAKANE）

15exs．，大白川，1－3．Ⅵ！．1988；lex．，大白川，19．VII．1988．
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ルリハナカミキリ　AnoploderOmOlpha（yanea tyanea（GEBLER）

2exs．，大白川，1－3．Ⅵ！．1988；lex．，大白川一大倉山，20．Ⅵ（．1988．

アカハナカミキリ　Co？ymbわsuccethnea（LEWIS）

lex．，大倉山一白山，13．Vlll．1988．

一枝には普通種だがこの地域では少ないらしく，入場（1981）によると白山からの確実な採集

例がないという。

クロハナカミキリ　L¢tura（Leptum）aethioDs PODA

3exs．，大倉山一白山，20－21．Ⅵ1．1988（1♀は前胸赤色）；4exs．，大倉山一白山，

20－21．VII．1988（1♀は前胸赤色）；3exs．，大倉山一白山，14－15．IX．1988．

9月14－15日の採集記録は本種としては遅い時期のものである。

ツマグロハナカミキリ　Leptum（LeDtu？a）sp．

2exs．，大白川，1－3．VII．1988；2exs．，大倉山一白山，21．Ⅵ！．1988．

従来，ヤツボンハナカマキリL．（L．）mimicaの亜種あるいは変種とされていたものである。

カタキハナカマキi）FtZdostmngalhjbmoraliS（MOTSCHULSKY）

lex．，大白川一大倉山，20．VII．1988；15exs．，大白川，1－3．VII．1988．

県内では採集例の少ない種であるが　この地域では少なくない。

ヒゲジロハナカミキリ　jめanostmngalh denlatめemis（PIC）

lex．，大白川，13．VlIl．1988．

アオバホソハナカミキリ　St7angalomolpha tenuis aenescens BATES

4exs．，大白川，1－3．VH．1988；7exs．，大白川，19．VII．1988；3exs．，大白川一大倉

山，20．VII．1988．

タテジマホソハナカミキリ　mrastmngalts shikokensis（MATSUSHITA）

7exs．，大白川，1－3．VII．1988．

ニンフホソハナカミキリ　I：brastmngalts nymDhuhl（BATES）

7exs．，大白川，1－3．VII．1988；21exs．，大白川，19．VII．1988；lex．，大白川一大倉

山，20．VII．1985．

カミキリ亜科　Cerambycinae

タカオメダカカミキリ　StenhomahiSiakaosanus OHBAYASHI

9exs．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；7exs．，大白川，1－3．Ⅵ1．1988．

一般には少ない種であるが，この地域では比較的よくみられた。幼虫はブナの枯枝を食害する。

アカネカミキリ　H2ymatOdes（n）eCilium）maaki（KRAATZ）

3exs．，大白月ト大倉山，17－18．VI．1988．

シロオビチビヒラタカミキリ　H砂matOdes（n77¢hymatodbs）albicinctus BATES

lex．，大白川，

シラケトラカミキリ

4exs．，大白川，

キスジトラカミキI）

5exs．，大白川，

工グリトラカミキI）

lex．，大白川

ヒメクロトラカミキリ

3exs．，大白川，

1－3．VI．1988．

Cb′tuS mehenus BATES

1－3．VII．1988．

CyrtOCb／uS C勿rOides c勿rOides（BATES）

1－3．VII．1988；lex．，大倉山一白山，13．VlI1．1988．

ChhrqPhorWj勿onicus（CHEVROLAT）

1－3．VII．1988．

Rhqt）huma diminuh diminuめ（BATES）

1－3．VII．1988．



26 長谷川　道明

カンボウトラカミキリ　Hめashicb′tuS aCutiuittiSinscrわtus（BATES）

14exs．，大白川，1－3．VlI．1988；4exs，，大白川，19．Ⅵ1．1988．

岐阜県下では採集例の少ない種類であるが，この地域では比較的よくみられた。

トゲヒゲトラカミキリ　Demona㌶（Demonex）tnnSilk BATES

3exs．，大白III，1－3．Ⅵ1．1988．

シロトラカミキリ　mmcb′tuS∴eXCultus BATES

lOexs．，大白川一大倉山，17－18．VI．1988；10exs．，大白川，1－3．VII．1988．

マツシタトラカミキリ　Anagbゆtus matsushi揚iHAYASHI

10exs．，大白川，1－3．VII．1988．

エゾトラカミキリ　Olig0en（ゆIusγOStiwsti（PIC）

12exs．，大白II上1－3．VII．1988．

珍しい種であるが，石川県側ではかねてから記録がある。すべてツルアジサイの花より採集し

た。岐阜県下からの確実な採集記録はこれが初めてと思われる。

フトカミキリ亜科　Lamiinae

シナノクロフカミキリ　As（¢el切LZgtゆanthinaLZgiやanthinaBATES

lex．，大倉山（2，000m），13．VllI．1988．

エゾサビカミキリ　Her0秒hわ（ner0秒hわ）tsuγugわna（MATSUSHITA）

lex．，大白川，1－3．VII．1988；lex．，大白川一大倉山，11．Ⅴ111．1988．

マヤサンコブヤハズカミキリ　MesechihtsiatushrC旅ruS（BATES）

lex．，大白川一大倉山，1．ⅤIil．1988．

ヒメヒゲナガカミキリ　Monochamus（Monochamus）subhscわtus subhsciatus BATES

lex．，大白II上1－3．VII．1988；lex．，大白川，13．IX．1988．

ビロウドカミキI）Acalolet）協／auddtr読fauLhtγiX（BATES）

lex．，大白川，19．VII．1988．

ニセビロウドカミキリ　Acak）lep履seiuncめseiuncla（BATES）

lex．，大白川，19．VII．1988．

ゴマフキマダラカミキリ　Annamanumgriseolum（BATES）

lex．，大白川一大倉山，11．VIli．1988．

ブナ帯でよく採集されるが　少ない種類である。

Miccohmわghlbricuh BATES

lex．，大白川一大倉山，11．VIli．1988．

本種とその近縁種は分類学的な問題が残されており，再検討が必要である。ここでは一応，本

種として報告しておく。標本は筆者が保管している。

キッコウモンケンカミキリ　E持OCentruSlestudineus MATSUSHITA

lex．，大白川一大倉山，11．Vlli．1988．

キモンカミキリ　Menesわsuめhurah（GEBLER）

lex．，大白川，13．IX．1988．

クロニセリンゴカミキリ　Eumecocera unicoloγ（KANO）

lex．，大倉山一白山，21．VII．1988；lex．，大白川，13．IX．1988．

ムネグロリンゴカミキリ　Nl¢serhaseγicans（BATES）

llexs．，大白川，1－3．VII．1988；8exs．，大白川，19．VII．1988．

（以上，65種）
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